脂肪酸不飽和化酵素の構造と機能に関する研究 by Watanabe, Kenshi
論文審査の要旨 
博士の専攻分野の名称  博 士 （ 工 学 ） 
氏名 渡 邉 研 志 
学位授与の要件 学位規則第４条第①・２項該当 
論 文 題 目   




主  査    教 授  秋   庸 裕     
審査委員    教 授  田 中 伸 和     















 第 2章では、D6dと D5dの異なる基質特異性を規定する分子機構について述べている。 
D6d-D5d間で異なるアミノ酸をそれぞれ D5d型に置換した変異型 D6dを作成し、その基
質特異性を酵母発現系で解析することにより、D5d 型の特異性をもたらす 8 つの変異点
（Ser209, Asn211, Arg216, Ser235, Leu236, Trp244, Gln245, Val344）を特定した。また、




と Trp244及び底部に位置する Leu323の D5d型アミノ酸への置換で生じるポケットの構
造変化によって、基質脂肪酸がより深くに挿入され、∆5 位の炭素-炭素結合が活性中心に
近づくことで D5d活性が発現することを明らかにした。 
 第 3章では、アシル CoAを基質として利用する高等動物の脂肪酸不飽和化酵素の新たな
活性測定法の開発について述べている。従来は、組織から調製したミクロソーム画分と放
射性標識した基質を用いた in vitro反応系や、異種宿主で酵素遺伝子を発現させて生成物












 第 5 章では、一連の研究によって得られた成果について総括し、不飽和化酵素ファミリ
ーの構造機能相関に関する研究の発展への寄与について述べている。 
 
 以上のように、脂肪酸不飽和化酵素の構造と機能の相関について、タンパク質工学及び
生化学的手法を駆使して新たな知見を与え、高付加価値脂質の分子設計技術の確立に向け
て多大な寄与を果たしたことは、工学的及び学術的に意義が大きい。したがって、本論文
の著者は、博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められた。 
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